聖霊降臨節第18主日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2025年10月5日

「時が来た」
コヘレトの言葉3章11節
 3:11 神はすべてを時宜にかなうように造り、また、永遠を思う心を人に与えられる。それでもなお、神のなさる業を始めから終りまで見極めることは許されていない。

ルカによる福音書１章５７～６６節
 1:57 さて、月が満ちて、エリサベトは男の子を産んだ。
 1:58 近所の人々や親類は、主がエリサベトを大いに慈しまれたと聞いて喜び合った。
 1:59 八日目に、その子に割礼を施すために来た人々は、父の名を取ってザカリアと名付けようとした。
 1:60 ところが、母は、「いいえ、名はヨハネとしなければなりません」と言った。
 1:61 しかし人々は、「あなたの親類には、そういう名の付いた人はだれもいない」と言い、
 1:62 父親に、「この子に何と名を付けたいか」と手振りで尋ねた。
 1:63 父親は字を書く板を出させて、「この子の名はヨハネ」と書いたので、人々は皆驚いた。
 1:64 すると、たちまちザカリアは口が開き、舌がほどけ、神を賛美し始めた。
 1:65 近所の人々は皆恐れを感じた。そして、このことすべてが、ユダヤの山里中で話題になった。
 1:66 聞いた人々は皆これを心に留め、「いったい、この子はどんな人になるのだろうか」と言った。この子には主の力が及んでいたのである。

1 　
　　新しい命が誕生する、それはとても嬉しく喜ばしいことです。平和な世にあっても争い
や災害の中でもどのような世の中であっても新しい命が誕生することは多くの人々に大き
な希望をもたらしてくれます。
　イエス様がお生まれになられた頃は「ローマの平和」と呼ばれる時代でした。強いローマ
帝国の支配のもとでユダヤの国はある一定の平和を手に入れていたのです。しかし誰もが
それは真の平和ではないことはよく分かっていました。だからこそ、真の平和をもたらして
くれる救い主の誕生を待ち望んでいたのです。しかし、待てども待てども救い主は現れない。
ユダヤの人々は神様に忘れられてしまったのではないかとさえ思ってしまったのです。最
後の預言者と言われた預言者マラキの預言から400年もの時が流れていました。
　神様の時は止まってしまったのでしょうか。ユダヤの人々は神様に忘れられてしまった
のでしょうか。もちろん決してそうではありません。ただ人間には神様の時はわかりません。
「神はすべてを時宜にかなうように造り、また、永遠を思う心を人に与えられる。それでもなお、神のなさる業を始めから終りまで見極めることは許されていない。」とコヘレトの言葉3：11にありますように、神様の時は神様の手で進められていくのです。神様が最もふさわしいと判断された時に、その業をなさるのです。それは私たち人間には決してわからないのです。わからない、だから何もしない神様を信頼しないではなくて、分からなくても、分からないからこそ神様を信頼して祈り続けて信じてその時を待ち続けて行くのです。

2 
　　天使ガブリエルがザカリアのもとに現れた当初はザカリアは神様を信じて祈り続けていましたが、一向に聞かれない祈りと自分と妻のエリサベトが年老いていく現実の中で、彼の祈りは形だけのものとなってしまっていました。子どもを与えてくださいと祈り続けてきたにもかかわらず、いざ天使から子どもが与えられることを聞かされても信じることができなかったのです。「時が来れば実現する神の言葉」を信じることができなかったザカリアは「この事の起こる日まで」口が利けなくなってしまったのです。
　　ザカリアとエリサベトは沈黙の中で静かに神様と神様の言葉と向き合って過ごしました。年老いたエリサベトのお腹が日に日に大きくなってくる、「この事の起こる日」を心に留め静かに過ごしました。そこにマリアが訪ねてきたのです。マリアのお腹の中にいるのが救い主イエス・キリストであるとわかったエリサベトの胎内の子は喜びおどりました。エリサベトも聖霊に満たされて声高らかに神様を褒めたたえました。マリアも「わたしの魂は主をあがめ」とマリアの賛歌を歌いました。こうして、マリアは3カ月の間つまりエリサベトが身籠ってから9か月目になる頃まで滞在して共に喜びを分かち合い、祈りあい支え合ったのです。マリアは年老いてからの初めての出産を迎えるエリサベトの身の回りのお世話をしたことでしょう。その様にして「この事の起こる日」への備えを進めて行ったのです。
　　そして、月が満ちてエリサベトは男の子を産みました。近所の人々や親戚は主がエリサベトを大いに慈しまれたと喜びあいました。けれども聖書にはエリサベトが子供を産んですぐにザカリアが口が利けるようになったとは記されていません。「この事の起こる日」
「時が来れば実現する神の言葉」の「時」は単に子供が生れる時ではありません。
　　8日目になり律法の定めにより生まれた子に割礼を施すと共に名前を付ける命名の儀式になりました。人々は不妊の女と呼ばれていたエリサベトにようやく子供が与えられた、主が慈しまれたその恵みを覚えて父親のザカリアから名前を付けようとしたのです。もうだれもが不可能と思っていた夫婦に子どもが与えられた、こんなに喜ばしいことはない、この子に父の名前を付けてその恵みを忘れないようにしよう、そのような喜ばしい気持ちから周りの人たちはザカリアと付けようとしたのでしょう。
　　しかし、そんな喜ばしい空気が一変したのです。母となったエリサベトは「いいえ、名はヨハネとしなければなりません」新共同訳聖書では「いいえ」と訳されていますが元の言葉では「絶対にそうではない」とか「断じてそうではない」という非常に強い否定の言葉なのです。皆が喜んでお祝いに駆けつけてくれている笑顔いっぱいの中できっぱりと「絶対にそんな名前はつけません。絶対にヨハネと名付けなければなりません。」と自分の意志をはっきりと示すのです。これは相当強い信念がないとできないことです。　　
　　エリサベトの反応に困り果てた人々は父親のザカリアに「この子に何と名を付けたいか」と手振りで尋ねます。するとザカリアは字を書く板を出させて「この子の名はヨハネ」と書きました。エリサベトと同じ名を示したのです。すると途端にザカリアは口が開き、舌がほどけて神様を賛美し始めたのです。
　　　「その子をヨハネと名付けなさい」と天使から告げられて実際に名前を付ける時周囲の反対を押し切って「この子の名はヨハネである。なぜならそのように名付けるように神様から決められたのだから」と自分達の意志以上に神様の御意思をしっかりと示す、これってザカリアとエリサベトの信仰告白の言葉ではないかと思いました。私たちはどこまでも神様に信頼してこの子にヨハネと名を付けるんだというのは、今もそしてこれからも私たちは神様に信頼してこの子を神様にお捧げして全てをお委ねします、私たちはどこまでも神様に従いますという信仰告白の言葉ではないかと思うのです。
3 
そして、ザカリアとエリサベトの信仰の告白があったその時こそが「この事が起こった」のであり、「時が来れば実現する神の言葉」の「時」がついに実現したのです。どこまでも神の言葉に信頼して信仰の告白をする、その信仰の告白によって神の言葉が実現して生まれた子どもが神様の言葉どおりヨハネと名付けられたのです。
　　もし、ザカリアもエリサベトも年を重ねたけれども神様の憐れみによって子供が与えられたという、その子どもが与えられたという事実にだけ注目していたら、周りの意見に従って生まれた子に「ザカリア」と名付けていたでしょう。でも、そうではない。ザカリアとエリサベトには確かに子供が与えられたでもそれは与えられた子供が神様の大切な御用に当たる者として、神様が御業をなさって与えてくださった神様の子どもである。だから私たちは全てを神様にお委ねしてこの子を神様にお捧げするその信仰があるからこそ「この子の名はヨハネである。神様に決められた名前だから」とどこまでも神様の御心に従っていく、その神様への信仰を神様が大切にされたのです。
　だからと言って、ザカリアとエリサベトも決して信仰深い人間とは言えませんでした。子どもを与えてくださいと祈りながらも形だけの祈りになっていました。自分の願いばかりを主張して、神様が何をなそうとしておられるのかを祈り求めることができないでいたのです。それが「何によって、わたしはそれを知ることができるのでしょうか。わたしは老人ですし、妻も年をとっています」（1：18）と私たち人間の側の常識を持ち出して「無理」と決めつけたのです。それは神様が何をなそうとしておられるかというよりも、自分はどうなのかが優先されるどこか自分中心の信仰の姿と言うことができるのではないかと思うのです。
　自分に良いことがあれば神様を賛美するけれども、自分に辛く苦しいことがあると神様に不平不満を言う、それが私たちの姿ではないかと思います。「こんないいことがあった神様感謝します。」と心の底から感謝して讃美するけれども。どうしようもなく辛く苦しく悲しいことがあると「神様なぜですか」と神様に不平不満をぶつけてしまって、この苦しいことを通して今神様が何をなそうとしておられるのかを祈り求めて行くことがなかなかできないものなのです。そういう自分中心の信仰の姿が私たちの姿なのです。

4 
　　私の母教会は三重県名張市にある名張教会です。私に洗礼を授けてくださったのが当時名張教会を牧会されていた岡山巌という牧師です。岡山先生は今から30年前の1995年10月に天に召されました。その前の月の9月に先生はご病気が見つかり、入院先の病院から主日礼拝に車イスで来られて説教をされていました。9月最後の主日礼拝だったと思いますが、その日は病気の影響かろれつが回らず、同じことを何度も何度も話されて説教を途中で断念されて退席されました。
教会が騒然とする中で、岡山先生の奥様が突然前に出て「夫が説教できないから私が代わりに賛美をします」と言って大きな声で賛美をされました。自分の夫である牧師がもう説教ができないという苦しい状況で、とても賛美できない苦しい状況なのに大きな声で賛美をされるその姿に私だけでなく教会の多くの人が心を打たれました。説教の代わりに賛美というのは礼拝としては問題があるのかもしれませんが、どんなに苦しい時でも神様を賛美をして神様を褒めたたえる、その信仰者の姿というのを神様は望んでおられるのではないかと思います。
　ザカリアは口が開けてまず神様を賛美しました。口が利けるようになったことを喜んだのでしょうか。子どもが与えられたことが嬉しかったのでしょうか。そうではないでしょう。口が利けない沈黙の中でザカリアもエリサベトも神様の言葉と向き合いました。それは自らの信仰と向き合う時でもあったのです。そして、口が利けない苦しい出来事を通して神様の救いの御業をなそうとされている神様の恵みに思いを寄せたのです。そうして神様の言葉と向き合い自らの信仰と向き合う中で、神様の今までの恵みを一つ一つ数えて、良い事も良くない事も全て含めて神様が何をなそうとしておられるのかを祈り求めることができるようになったのではないかと思います。
「ヨハネ」という名前は「神は恵み深い」という意味があります。その名前の通り、神様が恵み深いお方であることに心の底から気づかされて、その恵み深い神様を心から褒めたたえているのではないかと思うのです。「この子の名はヨハネ」神は恵み深いお方である、その神様にどこまでも信頼して従って歩んでいく、どんなことがあっても褒めたたえるその信仰の告白をして神様を心の底から褒めたたえたのではないかと思います。
　「神は恵み深い」恵み深い神様が私たちになさることは私たちからすると嬉しいこともあれば、辛く苦しく悲しいこともあります。「神のなさる業を始めから終りまで見極めることは許されていない。」（コヘレト3：11）です。大切な御子イエス様を私たちに下さった。そのあまりにも大きな愛の業を思うと私たちはやはりどんな時でも神様に信頼して感謝をして賛美をしていくことが大事なことだと思います。それは決して強制されて賛美をするのではなく、自然と賛美が生れてくる、それが私たちの信仰の喜びだと思います。
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